






:J!.:慨に保存処理をおこ伝う相吋占の陣蒋はどう伝ヲているのであろうか。その実態を明らかに

するために、まず保存科学に慣わる位当者を;M状にあわせて分顕しておく必:Il!があるだろフ

保存科学に関わる人員のカテゴり ー

lal保存科学専門担当者 (保作科学や日然科学を学び、保存科学的業務を専門におこえ返っ符)

Ibl保存科学専世但当者 (身内乍を学んだが、臨存科学的車務を長期間専従的におこなう占}

(cJCMr:科学

ωCM干科学非常勤担さl!i. (保存科学的盟締を専世するが勤務)fJ態が非常勤である!i")

占であり、主陣に保存科学位叶占と Lて位置づけ勺れるのはこの二つのカテゴリーに人る人た

ちだけとみ伝せる。従って、iX貞からのイラストマ ップに邸週府県別に人員を示した臨作科学

問当者もこれに噂じる。その散は、 lalは16名、{凶!i10t'，、合計26名とはる。刷回1982句の調査

では、このカテゴリーに人る人IH名に過ぎ俗か勺たことから考えると的3借地と年る。1'1は、

提出めるいはその他のII!紛がlにむり、保存科学的業務は時間に余柿のある時におこFみつ42直

と江り、'Ji際にはIdl、あるいはアルバイトに任せきりであるのが書状である。今阿の調伐で、

政えて保μ科学担当訂の人L"としてHtしはか今たのはこの盟山による。調査結果では、 1'1は

を嗣みかねるが、全体ではかはりの散にのぼる。また、'"米lalとなるべき人が、 1'1として克側

主務の}J Iこ伝うている掛合。、あるいは立場 tldlであるため、今回の調奇対象と Lて，11上

できUいケ スもあり、前回の調在時よ り保(f科学に関わる人Hは増えているように見えるが、

保存科学を取り岳〈現状は依開厳しい。特に、 34名いる1'1の立場の人が、保存科学士的は車務で、

他物をillて、高価は詰刊を導入し品備を桜えても、人的lil墳を披え伝ければ、その惟JJをト

タ}発問することはでき伝L、。盟l立が司直にUれiまはるほど、そのa操作や維持に高度はl'tJIIJ的知
器が盟求されることにはる.先にも述べたが、人的な逼付けがあってこそ諸施設の機能が'1か

されるのであって、出して誼備を導入するだけで保存立処即や保作科学的な調査 ・研究が血むも

のでははい。施設を設ける離には、このことを肝に銘じる必距があるfごろう。さらに、埋型的

には各地峡 ・プロック内で、』行機闘が所作する権設をイT劫に削LU目111できるよう紅、 '1'械と"

*に対応できる人材が明まれてくることは必至である。
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このI刈伐をt. ζ'. つにあた 勺て、次に出げる機関の協JJを叫た。 ここにJ~ して感謝のDを1<

すo tj.お、調従軌見H1、AlI冬的には1994'1'3 JJ時点のデ タに瓜づくものである。今後とも、

ヂータの/.!制例に万全を則するために、もLお気付きの点があればご迎相聞きたt、
(J防)Jt泌辺町磁文化財セ ンタ Jti旬迫間妬J~立EhI F6小牧市町民文化財調fiセンター T 
i&tli教fl畳u企札幌市内!厳文化財センタ 江庄町教行委[j会余市町教fl壷U~ 制 111町

即時X化財センター l ノ|吋町教fl畳t1~ !'nO~r~ 、1. "物tl( i'}T叫1'[)l1・厳文化1llセ yター

秋川叫!l1[厳文化財センター ~.ut陪史町料tn 多目械Ifj f4ll磁文化財Jl4fiセンタ 耐山県立問

物防Il ð:.崎県、:r.If，~山町 (財) 断ノ，，~，~Jl厳>c ftl~センター (財)r.1.!!W.U'ILtl文化財訓fi'J'盟

l川 崎 i拍~，'fYll居老文化財センター (IU) Tß~，~文化財センター (財)誠心;U:11開止ま文化財セ

ンタ 11町di.3るさと岬物酎 神t.'i lll~，~¥f.!l11成文化財セ yター 川崎didi民、晶一 γ アム

t川lり，1JtH雌X化財センタ mt) 'I : ílll山文化振興財|羽山川~，~ ，:r.JI[[磁文化財センタ - R，¥ 
J I 山、'rJ':伏1t，~~ J.(俗世判断 '.i !l 叫収仰l口氏追跡町料曲山~M!l I(厳I化財センター (財)

k~'H， 1!1雌 X化川センタ- 1長町di¥'r.r.Y物創1¥野引、川そ山町1 松本di 伝暗，1;1\9物館(J~)

静岡~，~j-lll磁文化財1刈代研究所 静岡di数ff11U会 前十~dj博物蛇 (J吋)茸知1M開必>cftl~

センター 古i城JEJ，同物町盤町民~f!ll厳文化財センター 以何I)(.f，'r.111域開 I'.mm (1吋}

J;Ui'lldi開磁文化財研'j'(，/折 (J~) AIi<文化財センター (J削 A阪di)(ftlM協会 見山県教fl

苦U士個別Iidi敏行畳U~ 1，'、山県弘前~~;U号市午 Øl北川併II11 り， ~III 代JI 縦>c ftセ ンター 広r.~

リ1 ~\". If，~~1母物ftl'l 仰 ;T軒町遺跡，)1代研究!Jf (財)広品di閉山科午教ff'J'X!I'N (J~) 広山

県内!厳文化財セノター 広品IIi数行事U企 !~制l日数ffli 文 ftJl 向山叫iIIl必文化財センター

1111 I叫州曜文化財訓作センタ (J~) 再川県即時文化財，jlfiセ r ター (肘);ま哩叫内!止ま文

化財川作セ yター 怯山，Ii\~i'll必文化I~セ J ター徳山県、y情物館九州If，~山町料館師同，Ii

1fll磁文化財センタ- h，j附di帥物船木事附r!i教fl11U企筑繁野di敏行畳U会 (J削 Jt九

州市教行文化 J'X!I州日崎山内端文化財センタ 佐四県な怖物館 I止崎リIL教fl1111合大分

叫、'r.Î~"r::胤 I: ，.èの1í:1f，~ 1!J..~前町判断1 熊ノドリI ~ ，:r.詰師山 JI1III'(鹿児品以内!磁>c ft1~ センタ 仲

制リ，~.f.t ftli : X: (ヒぷ その他法人機関むど

(剛不1，，1)

次ページかり肘，まる係地域ごとの.11filRiJlにおける記りの且昧は次のi!iりである。
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保存科学担当者

X線遭遇蛾第装置

X陣分析韮置 (1止Jl::X組分析皆川、あるい1<X蹄lυl折分析世間)

品
PEG含浸韮置

真空濠給総録機
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平成6年度埋蔵文化財発掘技術者研修予定一覧

京良国立文化財研究所 埋滋文化財センター

区 分 一般研信 噂 門 6河 修 特 砂j ~ 修

2軍 根 }般理相 通跡揮~理院 保存科学程 卑文化財写真程 遺跡測量卑程 環境雪占思陪
遺跡僻"整備 寺院官衛遺跡 理蔵文化財 域郭樹首 型鉄温跡 人骨調査

必"諜 課程 調古車位 基瞳m担
" 

控 調査課程 課 f'l 

実施期H 7月5日~ s月"日~ 6月141-1- 8J!ml- 9月四f1- 11月29(1- 1 J.j181:1- 2月15日~ HI20日~ 5月101'1- 10月25日~ 3月7日~
8月¥0日 6月2日 6月281] 9月IJR ¥0月19F1 12JH6H 2 I-J 9 1，1 3月 1" 4月28日 5 J.l17日 10月28日 3月16日

3主 民 JO名 16名 16名 初名 16名 2ll名 16名 3Of， 40名 JO名 JO名 20名

地方公共団体 地埋方公共間体 地方公共団体 地理}j公共間体
の埋蔵文化財 の 語文化財 の埋蔵文化財 の 蔵文化財

担当瞳目若し 担当曙貝右L
jlj当の重L盗〈孟" 

担当駐日若L
くは乙れに軍 〈はこれに串

重こ且れJにt端ずる
〈はこれに噌

" ~ 
ずる者で、発 ずる畠で、一 N " " " " " する告で、 一 " " 
掘調+Z分Eの経験 般研修修了悶文 者 般研修修了又

がで"い はそれと 程有 はそれと阿世

有 度の経験を 度の院職告官

する者 する内

遺跡の発掴調 遺物の鐸査に 遺物の慣存に 埋磁文化財の 遺跡の捌量に ，!;環境~原研 遺跡の整備に 古代寺院 ・官 埋証文/t財す行 按郭調査に関研# "鉄遺跡の調 直跡から出 t
膏に閲する基 閲 Lて必謡要" 関する保存科 写真掻彫謹専要に 閲Lて必要" 究のために必 関 Lて必要撞な 衛惜の調査研 政を担当る Lて必重謹な

査て的研必知究安自民に信と関尋銭問衝し

Lた人骨の調

内 容
趨撞Ir.J 1.，::知撞と 俊専J門樹医傑知 と 学温的"基礎知 関 Lて必な 専怯門的知揖と 要な専世門的知 専を主門的知 と

究畿要に紅と関専ttl門し:f;jて的の必知研
うえで"、E物礎Eな 門修的知 の 高に閲zzLて必

術の研修 の研修 と桂栴の研 専門的知と 情の研修 ..と衛の研 術の研憧 遺跡 ・ 温~ に 要な蝿的知

修 H術の研修 修 関する 的 の長野修 醸の研修

修 知醸の研修

L一

備考各研修の開始前に、実纏要喚によ qて~加茜を募集する。

研修期目、定員"111合により変史することがある.
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